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黒 騎卓

南アジア経済を分析しようとする者にとり，イン

ド以外の経済の全体像を把握できる研究書は非常に

限られているc バングラデシュやパキスタンのマク

ロ経済の最新の概要をつかむだけであれば惟界銀行

などのカントリー・レポートでこと足りるが，一歩踏

み込んだ理論的・構造的分析となるとそれほど数は

多くない。バングラデシ止の場合， 1971年の独立後，

左派系のマクロ経済分析が多少見られた程度である。

本書はこの空白を埋めるべしハングラデシュの

マクロ経済を最新の近代経済学理論と統計的手法に

基づいて分析する研究書である。本書全体を総括す

る「前書き」に始まり，「成長と構造変化」と題す

る第I部で，生産および雇用における構造変化（第

1章），経済成長と社会開発（第2章）の 2つの問

題が議論される。この第I部がいわばハングラデシ

ュ・マクロ経済の概観に勺たる。「マクロ経済の論

点と政策」と題する第II部は127:'cからなり，その最

初ω章が第II部全体ω概観に勺てられ，最後の章が

結論に替わるもので「統治，政治，経済開発戦略」

と題されている。これら 2つの章にはさまれて取り

上げられる10のトピックは，（1）緑の革命と所得分配，

農村の貧困，（2）金融発展と経済成長，（3）地価と民間

貯蓄，（4）貨幣需要関数の安定性と金融政策，（5）通貨

膨張とインプレーション， i6）財政政策と国内資源動

(1, (7）土地課税の政治経済学，（自）貿易と対外収支，

(9）付外債務の分析， 1101IMF叩世銀構造議整，である。

以上の構成からわかるように，本書の第 lの特徴

は，バングラデシュωマクロ経済を重要な論点ごと

に分析するスタイルにある。したがって，あまり時

間のない読者は，「前書き」と第 I部，および第II

部の最初と最後の章を読むことで，とりあえず何が
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問題となっているかを押さえることができる。その

仁で，各自ω関心のあるテーマ：こ相汚する第II部の

章をじっくり読むという読み方ができょう。

しかしながら，そのような読み方は本書の価値を

大いに損なうかもしれなし凡なぜなら，第II部で扱

われる10のトピックには，バングラデシュに代表さ

れる農業；こ佼存した低所得国全般に共通する課題が

万遍なく取り上げられており，さらには南アジア諸

国全体の最重要課題がほぼ網羅されているからであ

るハ特：こ，マクロ経済分析のr.p！こ句緑の革命と所得

分況の問題。地価や土地課税の問題名：どが含まれて

いる点は，パキスタンやインドの経済分析にも通じ

る重要な視角を提示するものといえよう。

本書の第2の特徴は，これらのトピックが，マク

ロ経済学理論と近年の統計的・計量的手法を用いた

分析枠組という一貫した手法で分析されている点で

あふとはし》え難解な理論モデルや統計的手法が用

いられているわけではなし初・中級ωマクロ経済

学ω知識および計量経済学と開発経済学の基本面の

理解があれば十分に阻暢できる。言い換えれば，マ

クロ経済学理論を途上国の分析に当てはめるための

一つの参考例として，本書は興味深い研究書となっ

ている。いうまでもなく日本のマクロ経済学の教科

書は日本経済・英米経済を主に議論し，欧米の英語

による教科斉もまた先進国経済の例ポに拠っている。

そのような教科書とこのような研究者を併用するこ

とで。途上国経済分析のための生きたマクロ経済学

を学ぶことができょう。

ただし，この評価は本書の個々の分析に問題がな

いことを意味しない。著者の専門は金融政策やイン

プレーションなどにあるため，農業に関わるトピッ

クでは三次的研究に依存している部分が多い。南ア

ジア地域研究者から見れば，細かい有で首をかしげ

ざるをえないところもある。とはいえ，全体として

はれは， 4:汗はパングラデシェωマクロ経済に関す

る好者である。余談であるが，，］・l'fi'Li勾そω分析と

あいMiU）ほとんどがパキスタン経済にもあてはまるこ

とに驚かされ，南アジア主要諸国のマクロ経済比較

の出発点として本書から学ぶところが多かった。

（アジア経済研究所総合研究部）
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